
長期優良住宅とは

・ 住宅を造っては壊すということは、資源の無駄遣いだけでなく、地球環境に

も大きな影響を与えます。社会を維持可能なものへ転換するためには、「い

いものをつくって、きちんと手入れして、長く大切に使ってゆく」という考え

方に変っていくことが求められています。

・ 「長期優良住宅」とは、長期にわたり良好な状態で使用できる構造や設備を

備えた住宅のことで、この住宅の普及により、環境負荷を低減を図りつつ良質

な住宅ストックを将来の世代に継承し、より豊かでやさしい暮らしへの変換を

図るものです。

・ 「長期優良住宅」の認定を受けることによって、税制などの優遇措置を受け

ることができます。

図 長期優良住宅のイメージ

→長期優良住宅制度について詳細はこちら

県庁ＨＰ県土整備部 建築住宅課

http://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/doboku/jutaku/jutaku_owner/index.html

木 造 戸 建 住 宅 の 例
（床面積７５㎡以上、耐震性等の技術審査に適合、景観等に配慮されていること）
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●　数世代（100年程
  度）にわたり住宅の
　構造躯体が使用で
　きること

 ○　木材の防腐
　　　・防蟻措置
 ○　床下・小屋裏の
　　　点検口

●　　一般の建物の
　１．２５倍の耐震性

●　省エネルギー
　　（断熱性能）

●　　内装・設備について、維持管理
　（清掃、点検、補修等）が容易に行えること
 ○　配管点検口の設置等

●　定期的な点検・補修等
  に関する計画の策定

 ○　主要な構造部分や設備
   の点検時期・内容を定める

 ○　少なくとも10年ごとに点検
　


